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参加者用シート別紙 

 

 

短所を長所に替えるリスト 

 

※この用紙を点線で折り曲げて、 

○を付けたシートに重ねてみましょう。 

 

№ 短 所 長 所 

１ 飽きっぽい 好奇心旺盛 

２ あきらめが早い 気持ちの切り替えが早い 

３ あきらめが悪い ねばり強い 

４ あわてんぼう 行動的 

５ いい加減 こだわりがない 

６ さわがしい 明るい 

７ おっとりしている マイペース 

８ おとなしい 思慮深い 

９ 甘えん坊 人にかわいがられる 

10 怒りっぽい 感受性豊か 

11 がんこ こだわりを持っている 

12 わがままな 自分の意思がちゃんとある 

13 気が強い 自信に満ちている 

14 気が弱い やさしい 

15 単純な 素直な 

16 反抗的な 自分の意見が言える 

17 鈍感な 物事に動じない 

18 人見知りする ひかえめな 

19 負けず嫌い 向上心がある 

20 優柔不断 慎重 
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「子どもには知らない人とはあいさつさせない」という考

え方があります。この考え方に対してどう思いますか。 

 

 

子どもが元気よくあいさつできるようにするには、どんな

ことを心掛けたらよいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク② 

ワーク③ 

ＭＥＭＯ 
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小学校に入るまでに子どもに身につけさせたいと思うのは、

どんなことですか。（知識や特技だけでなく、内面的な能力も含めます。） 

 

 

ワーク①とワーク②のふりかえりを行い、子どもを習い事

に通わせるときに、あなたが心がけたいと思ったことを考えてみまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク② 

ワーク③ 

ＭＥＭＯ 
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＜データ１＞習い事をしている比率（子どもの年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜データ２＞習い事の種類 
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資料：ベネッセ教育総合研究所「第５回幼児の生活アンケートレポート」（2016年） ※首都圏での調査 
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資料：ベネッセ教育総合研究所「第５回幼児の生活アンケートレポート」（2016年） ※首都圏での調査 

    ※複数回答。 ※現在、習い事をしていないと回答した人を含めた全員の回答を母数としている。 

 
年齢が上がるにつれて、習い事をしている比率も上昇し、６歳児では、約８割

になっています。 

 

習い事の種類は、スイミングが一番人気となっており、「月１回程度、定期的に

教材が送られてくる通信教育」「体操（体操教室）」「英会話などの語学の教室」

と続きます。 
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エピソードのように、絵本を読もうとするときにどんなこ

とに苦労することがありますか。 

 

 

 

子どもに読み聞かせをした絵本で、子どものお気に入りの

絵本やおすすめの絵本はありますか。簡単な理由とともに書いてみま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク② 

ワーク③ 

ＭＥＭＯ 
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エピソードの場合、ソウタくんには、どのように接すると

よいと思いますか。 

 

 

あなたは、イライラがつのったときに、どのように気持ち

を落ち着かせていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク② 

ワーク③ 

ＭＥＭＯ 





26 

 

 

 

＜参考＞子育て、発育、教育に関する相談窓口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども家庭相談 

毎日 13:00～21:00 

（12月29日～1月3日を除く） 

TEL 059-233-1425 

年末年始以外、休日も相談でき

ます。 

三重県児童相談センター 

北勢児童相談所   TEL 059-347-2030 

中勢児童相談所   TEL 059-231-5666 

南勢志摩児童相談所 TEL 0596-27-5143 

（県伊勢庁舎内） 

伊賀児童相談所   TEL 0595-24-8060 

（県伊賀庁舎４階） 

紀州児童相談所   TEL 0597-23-3435 

（県尾鷲庁舎２階） 

電話相談だけでなく、面接相談の予約でもできます。 

子どものこころの 

相談電話 

（あすなろ学園） 

月～金 9:00～12:00 

 13:00～17:00 

土日祝日、年末年始を除く 

TEL 059-235-5556 

教育相談 

月・水・金 9:00～21:00 

火・木 9:00～17:00 

土日祝日、年末年始を除く 

TEL 059-226-3729 

三重県総合教育センターに設置されており、臨床心理

士などの専門家が対応します。電話相談だけでなく、

面接相談の予約もできます。 
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エピソードの場合、約束やルールをユウトくんに守らせる

ためには、どうしたらよいと思いますか。 

 

 

あなたのご家庭では、親子の約束事や家族のルールやルー

ルを守るために工夫していることはありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク② 

ワーク③ 

ＭＥＭＯ 
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お子さんにどんなお手伝いをさせていますか。また、お手

伝いができるようになったきっかけは何ですか。 

 

 

お子さんがお手伝いを続けられるようにするためには、ど

んな工夫が必要だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク② 

ワーク③ 

ＭＥＭＯ 
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あなたのお子さんにどんな体験をさせてあげたいと思いま

すか。（または、実際にお子さんにさせた体験でよかったのはどんな体

験でしたか。） 

 

 

ワーク①とワーク②のふりかえりを行い、子どもの人や自

然とのふれあいのために、あなたが心がけたいと思ったことを考えて

みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク② 

ワーク③ 

ＭＥＭＯ 








